研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　青南病院　　　　職　種　看護師　　　　　氏　名　小向　由紀

	期　　間　　平成　20年　10月　9日　～　平成20年10月　9日

	出張目的　第36回日本精神科病院協会精神医学会第1日目　

	出 張 先　「盛岡市民文化ホール」　及び　「いわて県民情報交流センター」

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


＜全体考察＞

　先の会長講演の中で現在認知症患者は医療機関、老健施設あわせて約２００万床いるという。今後３００万床まで増えるだろうという意見であった。どんどん増える認知症患者。その研究は進んでいるのだろうか。抄録集を読み、他のポスター発表も読んだが、他の精神科学会でも感じるのだが、演題数に比べ認知症に関する研究が少ない。今回認知症に関する演題は、嚥下体操、回想法に関するもの、学習ドリル、ドールセラピーに関してのものがあった。やはり、認知症患者のプログラムに関するテーマが多くみられ、他病院や施設でもプログラムへの関心の高さを伺わせる。今後さらに増加が予想される認知症患者。精神科領域での認知症に関する研究が進み、多くの発表がなされれば認知症ケアも向上するのではないかと思う。

≪発表≫

「認知症患者様の転倒予防運動への取り組み」と題してスライド発表を行った。当日、午後一番の発表であり、聴講者は意外と少なかった。聴講者からの質問はなく、座長からの質問は、①発表者の職種はなにか、②運動する際の認知症の症状の評価、例えば長谷川式で点数によるグループ分け、などは行っているのか、の2点だった。②の質問に関しては、ＮＭＳの点数でのグループ分けを現在導入しつつある、と返答した。

今回南病棟からの発表は転倒予防運動への取り組み、であり約７ヶ月間取り組んだ結果である。残念ながら取り組みの目標であった転倒事故は減らない現状である。事故を全くなくすことは無理にしても、できるだけ減らし、患者が安全に入院生活を送ることができる環境を整えていきたい。研究により成果のあった内容は継続して行い、研究がなくても常に向上していけるよう病棟運営を行っていきたい。

スライド発表は７９、ポスター発表は１１６あり、多くの会場を使用し全て見て回ることはできなかった。

≪シンポジウム：精神科看護の技法≫

シンポジストは三名で、看護部長、看護師長、大学助手、それぞれの立場から現在の精神科看護の問題点、今後に向けての課題などを論じた。

「管理者が求める精神科看護の資質」　兵庫県　看護部長：大塚恒子

　　精神科看護を実践していくためには基礎的な知識から応用まで幅広い知識が必要になる。それらの知識習得のためには、一概に集合教育を行うのではなく、そのスタッフにあった、必要な研修を受けさせる必要がある。現在大塚氏の病院ではクリニカルラダーを用い、主任・師長と面接し目標管理を行い受講する研修を決定している。

「教員として、一人の精神科看護師として精神科看護の技法を考える」

岩手県　看護学部助手：田辺有理子

　　精神看護の最も基本となる技法は、人と人との関わり、コミュニケーション、すなわち人間関係の技法である。卒後間もない頃、中堅ＮＳとして働いていた頃、教員となった現在、と多くの事例を通して学んだことは、相手が何を求めているのかを察知すること、人をどうとらえるのかということが、看護における技法のひとつである。

「精神科外来看護師として精神科看護の技法について考える」　岩手県　看護師長：西舘均

　　日常の外来診察の中で学んだこと。それは臨床での関わりを通して、看護師には治療を支える役割がある。このことも看護における一つの技法である。

＜考察＞

看護教育に関するシンポジウムでは、どこの医療機関でも似たような問題を抱えていると感じた。現在当院では研修の年間計画をたてて実施しているが、参加率が低く、どうすれば参加意欲をもたせられるのか、動機付けの問題を抱えている。何のために研修を行うのか、どのような職員を育てたいのか、まず管理者間で話し合いがきちんとなされ、枠組みを作ることが重要だと感じた。これはまだ当院ではできていない部分なので今後改善していかなければならない問題である。
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